
平城宮跡。藤原宮跡の整備
平城宮跡発掘調査部・飛鳥藤原宮跡発掘調査部・庶務部

1 ．平城宮跡の整備（1 0 ）

1 9 7 9 年度の宮跡整備は，多目的苑地の造成，法華寺町民家隣接地の樵土整地，地下水位観測

孔の設置，水路改修，収蔵庫周辺整備および照明灯設置工事を行なった。

多目的苑地の造成平城常跡地内において1 9 9 0 年までに発掘調査を実施する計画のない地域につ

いては，遺構・遺物の保謹を計りつつ，緑地等の整備により周辺住民の日常的な利用をも考慮

した休息，散策，レクリエーションの場所として活用する椛想を持っている，そこで宮西南部

の玉手門跡の東方で近鉄奈良線の南に多目的苑地の造成を行なった。玉手門跡( 1 9 7 2 年度整備済）

からのアプローチを考え，両側に１０，幅の植樹帯をもつ幅員4 . 5 ｍの苑路を，1 9 7 1 年度に設け

た仮設道路まで東に延長し，仮設道路の東側に接する形で苑地を造成した。苑地は現地盤面よ

り平均3 5 c mの醗土を行ない，その上に1 0 c m厚の砕石透水屑を設け，さらに1 5 c I I l 厚の1 1 1 土で覆い

仕上げた。苑地の外周部には幅5 . 5 ｍの植樹帯を設け，ムクノキ，クヌギ，シラカシ，ヤブツ

バキ等の植栽を行なった。（5 2 頁図Ａ）

法華寺町民家隣地の盛土整地1 9 7 8 年度より東院地区東辺部で行なっている害虫の繁殖防止のた

めの盛土整地工鞭で，来院地区北方の民家隣接地3 , 5 5 0 ㎡について実施した。なお乾燥期の砂

塵発生を防ぐため，表層には化粧砂利を厚さ３c mで敷き転圧し仕上げた。（5 2 頁図Ｂ）

地下水位観測孔の設置木質遺物の保存に大きな影群を及ぼす地下水についてその水質や水位を

継続的に観測調査分析が出来るよう1 9 7 1 . 7 2 年度に宮内3 0 ケ所に観測孔を設けている。しか

し東院地区の大部分がそれ以降に買収されたために，観測孔はまだ完備されていなかった。

そこで本年度は東院地区を巾

心に９基の観測孔を新設し，

揚水試験，水質分析，土質試

験，花粉分析，標準貫入試験

などを行なった。また既に設

置していたもののうち，その

後破扱又は砂利等の投入で，

採水不能になっていた９基に

ついても，元の位置の近くに

観測孔を新設した。今回設置

した観測孔の深さは３ｍ孔１３

基，４ｍ孔３韮，５ｍ孔２雑

である。（第１図ｃ）
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平城宮跡の整備図
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多目的苑地

ていた民有地を1 9 7 8 年度に買収したことから，収蔵庫西側の舗装終怖を行った。（5 2 頁似ｌＥ）そ

の他' 9 7 7 年度に復原整備した東院南門雌域周辺２ケ所に水銀灯を設侭した。（5 2 頁図Ｆ）

水路改修法華寺町民家から

宮内に流入する水路２本につ

いて，草刈り，泥さらえ堺

の管理手間を軽減し，水路i I I j

岸の残存巡構を保謹するた

め，鉄筋コンクリートＵ形ブ

ロックを川い改修を行った。

（52頁図Ｄ）

その他平城宮資料館の北で

第３．４収蔵庫の西側に残っ
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あった。（渡辺座史）藤原宮跡盤備図
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2 ．藤原宮跡の整備（４）

1 9 7 9 年度の藤原寓跡の桜備は，人極殿西方で1 9 7 7 年度の第2 1 次発掘調査で確認された西殿を

｢ ' 1 心とした匹面南北回廊部分の保作ブロックの延長工‘ j f を主とした4 5 5 0 ㎡について整備を行な

った。保存ブロックはI I i I 廊辿櫛を1 1 1 心に含む2 2 , 幅を凝灰岩縁X i で示し，磯土張芝を行なって

いる。なお保仔ブロックの造成縦断勾配は，大極殿南前面から寓跡南端に張る現況地形の平均

勾配0 . 7 影を採用し，1 9 7 8 年
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○ 年一一一一一 ｰ ー ｡ 一一～一ーー一凸一一一 ■ 一 ■ ■７，度の施T : 南端に接続した。保

存ブロックの内側（東) には幅

員４ｍの苑路を設け，本年度

施工区北端にある水路の横断

には鉄筋コンクリートブロッ

ク溝蓋を布設し，既設苑路と

接続した。なお西側多Ｕ的苑

地から大械殿へのアプローチ

として，西殿の' ' ' 心線を通る

位置に幅員４ｍの砕7 T 倣苑路

を設け，その両側は砂利敷き

とした。工愛は６，８５５下l I j で


